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安心・信頼、生きがいあふれる２１世紀、みんなと共に！

「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
・

チ
ク
チ
ク
言
葉
」
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
？

　

小
学
生
が
習
っ
て
い
る
言
葉

の
授
業
で
す
。「
チ
ク
チ
ク
言

葉
」
は
、
言
わ
れ
て
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
言
葉

で
す
。
大
人
に
な
っ
て
も「
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
」

「
む
か
つ
い
た
り
」
し
た
ら
、つ
い
相
手
を
罵
っ

て
し
ま
っ
た
り
、「
大
き
な
声
で
怒
っ
た
り
」

と
つ
い
相
手
を
傷
つ
け
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
の
中
、
気
持
ち
が
つ
い

「
ギ
ス
ギ
ス
」
し
て
し
ま
い
、
軽
い
気
持
ち
で

言
っ
た
言
葉
が
相
手
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
事
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」
は
、「
あ
り
が
と
う
、
す

ご
い
ね
、
良
い
よ
、
頑
張
れ
」
と
か
言
わ
れ
て

嬉
し
く
な
る
言
葉
で
す
。
特
に
大
人
に
な
る
と

こ
う
い
っ
た
言
葉
が
中
々
出
て
こ
な
い
の
で
は

な
い
か
上
手
に
使
え
て
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
。
言

わ
れ
た
方
は
勿
論
、
言
っ
た
方
も
い
い
気
持
ち

に
な
る
魔
法
の
言
葉
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中

で
よ
く
使
う
言
葉
で
す
が
、
意
外
と
言
い
そ
び

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
言
葉
で
す
。

　

皆
が
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
よ
う
、「
あ
り

が
と
う
」
と
普
段
か
ら
自
然
に
出
て
く
る
よ
う

な
、
気
持
ち
の
余
裕
を
持
ち
た
い
で
す
ね
。Y.O

雑 録
  六 記

頑張ってます

緊急事態宣言 再々延期に伴う、緊急事態宣言 再々延期に伴う、
危機管理「安否確認お元気コール」危機管理「安否確認お元気コール」

７月中旬よりはじまる７月中旬よりはじまる

国立感染研究所提供
CO
VID
-19
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① 
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
電
話
を
す
る
。

　

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組 

退
職
者
の
会 

○
○
ブ

 　
ロ
ッ
ク
○
○
で
す（
必
ず
名
乗
る
）

② 

電
話
を
掛
け
る
時
間
帯
：
午
前
、

午
後
の
時
間
帯
で
、
食
事
時
間
帯
な

ど
は
、
原
則
避
け
る
。
早
朝
、
夜
間

を
避
け
る
。

⑶ 

不
在
、
留
守
電
の
場
合

① 

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
で
不
在
、
留

守
が
多
く
あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
掛

け
直
し
又
は
、
留
守
録
を
す
る
。

② 

そ
の
際
、
電
話
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
名 

担

当
者
名（
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
）を
告
げ
る
。

⑷ 

苦
情
、
拒
否

　
危
機
管
理
事
態
で
の
会
員
相
互
の
安
否

確
認
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
。

⑸ 

電
話
の
際
、
会
員
の
異
動（
死
亡
、
住

会
員
の
皆
さ
ん
へ

　
今
回
の
安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」の
実
施
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
策
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
再
三
に
わ
た
る
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、「
感
染
防

止
策
」
と
し
て
活
動
が
制
約
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
支
部
協
は
、
六
月
二
〇

日
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
第
九
回
拡
大
幹
事
会
を
開
催（
六
月
二
五
日（
金
））し
、

五
月
中
旬
か
ら
延
期
し
て
い
た
安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」を
七
月
中
旬
か
ら
の
実

施
を
す
る
こ
と
で
意
識
合
わ
せ
を
行
な
っ
た
。
支
部
協
は
、
会
員
の
お
元
気
な
声
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
状
態
、
自
然
災
害
時
の
危
機
管
理
対
策
な
ど
の
、
情
報
の
共
有

を
進
め
る
と
と
も
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
・
安
心
・
信
頼
あ
る
組
織
づ

く
り
」を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
会
員
の「
ご
協
力・支
援
が
一
番
大
切
」、

再
度
整
理
し
て
、
左
記
の
通
り
と
す
る
。

一
、
会
員
へ
の
お
知
ら
せ
事
項

　
会
員
の
安
否
確
認
（
健
康
状
況
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ホ
ー
ム
）
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
家
族

の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

●
危
機
管
理：安
否
確
認　
「
お
元
気
コ
ー

ル
」の
再
開
に
つ
い
て

⑴ 

再
三
に
渡
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発

出
に
伴
い
、
五
月
中
旬
か
ら
の
取
り
組

み
を
七
月
に
延
期
。

① 

七
月
中
旬
か
ら
実
施

② 

期
間
：
七
月
中
旬
～
八
月
末
ま
で

の
期
間
と
す
る

⑵ 

電
話
を
掛
け
る
担
当
者

所
変
更
、共
済
増
減
、脱
会
）が
あ
れ
ば
、

０
６

−

６
４
５
１

−
８
１
０
０

に
連
絡（
大
阪
支
部
協
共
済
担
当
）。

二
、
ブ
ロ
ッ
ク
３
役
の
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て

●
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
手
交
す
る
資
料
（
点

検
）。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
で
意
識
を
合

わ
せ
る
。
実
施
要
領
を
確
認
し
て
進
め

る
。
疑
問
は
解
消
を
し
て
お
く
。

三
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
行
動（
取
り
組
み
）

●
七
月
開
催
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
で
関

連
資
料
を
受
け
取
り
、
具
体
的
に
行
動

を
す
る
。

⑴ 

自
宅
か
ら
会
員
宅
へ
の
「
お
元
気

コ
ー
ル
」を
行
う
。・
自
宅
の
電
話
等

（
携
帯
電
話
）。

⑵ 

五
〇
名
の
会
員
を
担
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
委
員
は
、
異
動
が
な
い
限
り

「
今
後
も
同
じ
会
員
を
担
当
」
す
る
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、

危
機
管
理
上
有
効
）。

※
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
は
、
お
元
気
コ
ー

ル
期
間
中
（
七
月
中
旬
～
八
月
末
の

間
）、
ワ
ク
チ
ン
一
回
～
二
回
接
種

を
国
、
自
治
体
が
推
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら「
不
出
、
留
守
電
」が
多
く
な

る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
。

※
電
通
共
済
関
連
の
異
動
・
変
更
が
あ

れ
ば
必
ず
、
０
６

−

６
４
５
１

−

８
１
０
０（
支
部
協
）を
案
内
す
る
。

そ
の
際
、
メ
モ
に
案
内
を
し
た
こ
と

を
書
き
留
め
る
。

四
、
安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」の
集
約

（
九
月
上
旬
）

●
３
役
と
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
と
の
集
計
業
務

（
と
り
ま
と
め
）。

⑴ 

五
〇
名
の
電
話
応
対
状
況
の
集
約

を
メ
モ
す
る
：
会
員
死
亡
・
登
録
家

族
の
変
更
含
む
、　

脱
会　

住
所
変

更
、
共
済
変
更
等
記
載
。

⑵ 

集
約
は
、
九
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

で
回
収
予
定
と
す
る
。
忘
れ
た
場
合

の
対
処
を
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
と
確
認
。

⑶ 

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
ご
と
の「
お
元
気

コ
ー
ル
」
実
施
状
況
を
ま
と
め
支
部

協
へ
報
告
。

⑷ 

九
月
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
開
催
月
日

九
月　
三
日　
北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

九
月　
九
日　
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

九
月
一
〇
日　
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

九
月
一
四
日　
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

五
、
支
部
協
の
六
、四
九
二
名
の
状
況
把

握
、
今
後
の
対
策
な
ど
の
立
案
準
備

　
　
二
〇
二
一
年
度
の
活
動
方
針（
案
）に
概

要
を
盛
り
込
む
。進
捗
状
況
概
略
を
示
す
。

六
、
会
報
誌
：
一
一
月
号
に
状
況
報
告
を

す
る

安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」い
よ
い
よ
実
施
し
ま
す
。

安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」い
よ
い
よ
実
施
し
ま
す
。

会
員
一
人

会
員
一
人
ひ
と
り

ひ
と
り
の
ご
協
力
が
頼
り
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
ご
協
力
が
頼
り
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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連
合
の
平
和
行
動

　
連
合
は
毎
年
六
月
～
九
月
に
行
う
平
和

四
行
動（
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
・
根
室
）を

労
働
組
合
、
平
和
団
体
等
と
連
携
、
協
力

を
し
て
平
和
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
戦
後
七
五
年
を
迎
え
た
二
〇
二
〇
年

の「
二
〇
二
〇
平
和
行
動
イ
ン
沖
縄
」は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
動
画
配
信
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
と
状
況
は

変
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
な
開
催
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
連
合
は
平
和
運
動
を
一
つ
の
柱
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
、
六
月
～
九
月
を
平

和
行
動
月
間
と
し
て
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
・

根
室
の
平
和
四
行
動
を
リ
レ
ー
方
式
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
平
和
四
行
動
を

通
じ
て
平
和
を
学
び
、
後
世
に
語
り
継
ぎ

世
界
に
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

沖
縄
の
問
題

　
沖
縄
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
沖

縄
に
上
陸
し
た
米
軍
と
の
激
し
い
地
上
戦

で
二
〇
数
万
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た

め
六
月
二
三
日
沖
縄
「
慰
霊
の
日
」
に
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
平
和
の
尊
さ
を
心
に
刻
み
ま
す
。

　

連
合
沖
縄
の
代
表
者
は
全
国
で
の
〇
．

六
％
の
地
域
し
か
な
い
沖
縄
に
日
本
の
米

軍
基
地
の
七
〇
％
以
上
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
米
軍
基
地
に
よ
る
被
害
は
今
な
お
続

い
て
お
り
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
縮
小
と

地
位
協
定
の
変
更
を
日
米
で
協
議
し
て
い

く
こ
と
を
各
組
織
の
皆
さ
ま
も
理
解
し

て
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
起
き
て
い
る
こ
と

　
日
本
政
府
は
辺
野
古
へ
の
基
地
移
転
で

基
地
建
設
の
設
計
に
問
題
が
あ
る
と
解
っ

て
い
た
の
に
、
早
期
に
建
設
し
た
い
と
申

請
し
承
認
さ
せ
て
い
た
。
矛
盾
だ
ら
け
の

当
初
計
画
を
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ロ

ナ
の
収
束
に
国
民
の
目
が
向
い
て
い
る
ど

さ
く
さ
を
利
用
し
て
、
辺
野
古
の
設
計
変

更
を
提
出
し
た
事
は
許
せ
な
い
事
で
す
。

　

沖
縄
島
民
の
多
数
が
反
対
し
て
い
る
、

辺
野
古
へ
の
基
地
移
転
を
強
行
す
る
政
府

へ
の
反
対
闘
争
に
も
、
ぜ
ひ
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。
と
全
国
の
労
働
者
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
沖
縄
を
振
り
返
ろ
う

沖縄沖縄

第 2 次世界大戦末期、米軍との 3 ヵ月に及ぶ「鉄の暴風」とも称
される激しい地上戦で約 20 万人の命が奪われました。特に沖縄
出身の犠牲者は約 12 万 2,000 人、犠牲者全体の約 65% にのぼ
りました。この悲劇を二度と繰り返さないため、6月23日の沖縄「慰
霊の日」に平和の尊さを心に刻んでいます。6 月 23 日〜 25 日

広島広島

第 2 次世界大戦終結直前の 1945 年 8 月 6 日午前 8 時 15 分、米
軍によって原子爆弾が広島に投下。約 14 万が亡くなり、今も多く
の人が後遺症に苦しんでいます。人類史上初めて原子爆弾が投下
された広島の地から世界に向けて、悲劇が二度と繰り返されない
よう訴え続けています。8 月 4 日〜 6 日

長崎長崎

広島に続き、1945 年 8 月 9 日午前 11 時 2 分、米軍によって長
崎にも原子爆弾が投下。約 7 万 4,000 人が亡くなり、約 7 万 5,000
人が重軽傷を負ったほか、今も多くの人が後遺症に苦しんでいま
す。長崎の地から世界に向けて、平和への祈りを込め、二度と核
兵器が使われないよう訴え続けています。8 月 7 日〜 9 日

根室根室

北方四島は日本固有の領土ですが、第 2 次世界大戦終結直後、ソ
ビエトが侵攻。約 1 万 7,000 人の日本人住民が故郷を追われまし
た。それ以降、今日まで、ソビエトそしてロシアによる不法占拠
が続いています。領土返還と日露平和条約の締結なくして真の平
和はありません。9 月 11 日～ 12 日

　今年もコロナ禍であるが、情報労連は、「沖縄ピースすてーじ」(6月23～25日)をスタートに「情報労連・平和四行動」
を展開している。沖縄から手交された「ピースフラッグ」は、「広島ピースフォーラム」(8月4～6日)、「長崎平和フォー
ラム」(8月7～9日)を経て、「北方領土返還要求平和行動 in根室」(9月11～12日)へと力強く繋いで行く。
　「沖縄ピースすてーじ」は、特に沖縄戦で「沖縄県民の4人に1人が犠牲となったという実相」に触れる中で、戦
後76年が経過した今年も、過度の基地負担を強いられている沖縄の現状や、基地があるがゆえに多発する事件・事
故の現実に真正面から向き合う貴重な機会と位置づけ、コロナ禍であっても「語り伝える取り組み」を情報労連は今
年も続けていく。

女性独自の女性独自の平和行動平和行動
　女性PT(プロジェクトチー
ム)10名は、昨年来から「女
性から見た平和行動」につい
て検討を始めました。国内に
多く残る「戦争の爪痕」、「阪神
淡路大震災」、「東日本大震災」
等、風化させない取り組みの
大切さを議論し、現地の方々
と直接交流をし、そこから多
くを学び、子や孫にその現状
を「語り継ぐ」活動を計画して
います。
　しかし、コロナ感染拡大防
止、緊急事態宣言に伴い活動
を延期（自粛）していましたが、
2021年7月13日に会議を
再開することとしました。今
後の活動への「ご支援」をよろ
しくお願いします。
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【
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
】

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、五
月
一
八
日
、

午
前
一
〇
時
か
ら
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
開
か

れ
た
。

　
対
象
は
、
和
歌
山・大
阪・兵
庫・京
都・

滋
賀
・
奈
良
の
六
支
部
協
の
会
長
・
事
務

局
長
。

　
会
長
挨
拶
、
石
橋
参
議
院
議
員
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
中
央
協
か
ら
の
提
起
と

議
論
模
様
の
報
告
を
す
る
。

一
、「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告
」
に
基
づ
き
、

各
支
部
協
よ
り
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

①
会
と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
会
と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
状
況
は
、
各
支
部
協
と
も
コ

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る「
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
今
年
も
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」に
は
、
大
阪
支
部
協
か
ら
、
中
井
会
長
、
池
尻
事
務
局
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
は
、
中
央
協
か
ら
の
事
前
配
布
資
料
に
基
づ
き
、
①
森
嶋
会
長
挨

拶
、
②
石
橋
み
ち
ひ
ろ
議
員
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
③
２
府
４
県
支
部
役
員
自
己

紹
介
、
④
支
部
協
か
ら
の
報
告
・
議
論
、
⑤
中
央
協
よ
り
提
案
・
支
部
協
常
駐
体
制

の
充
実
に
向
け
て（
考
え
方
）・
石
橋
み
ち
ひ
ろ
の
必
勝
に
向
け
た
当
面
の
具
体
的
取

り
組
み
に
つ
い
て
・
日
本
退
職
者
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
意
識
統
一
・
確
認
し
ま

し
た
。
な
お
、
拡
大
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
は
、
八
月
二
三
日
～
二
四
日（
名
古
屋
）

で
予
定
し
て
い
ま
す
。

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
で
あ
る

レ
ク・サ
ー
ク
ル
活
動
の
多
く
が
中
止・

延
期
と
な
っ
た
が
工
夫
を
し
、
開
催
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
各
支
部
協
と

も
機
関
紙
を
活
用
し
な
が
ら
、
会
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
苦

労
が
多
く
見
ら
れ
た
。

②
退
職
予
定
者
に
対
す
る
会
員
の
組
織
拡
大

　
退
職
予
定
者
に
対
す
る
会
員
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
退
職
予
定
説
明
会（
退

職
者
の
集
い
）
が
中
止
と
な
っ
た
と
こ

ろ
や
、
現
役
の
み
対
応
と
な
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
大
概
の
と
こ
ろ
で
は
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
と
の
連
携
に
よ
っ
て
会

員
の
新
規
加
入
を
果
た
し
た
。

　

な
お
、
途
中
退
職
者
へ
の
対
応
や
、

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

カ
タ
カ
ナ
企
業
本
部
へ
の
対
応
、
会
社

側
か
ら
の
情
報
不
足
な
ど
が
、
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
衆
議
院
議
員
選
挙
の
情
勢
に
つ
い
て

　
全
支
部
協
か
ら
各
選
挙
区
の
情
勢
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
個
々
の
選
挙

区
情
勢
は
割
愛
す
る
が
、
選
挙
区
に

よ
っ
て
は
擁
立
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
、
現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
野
党
共
闘
の
中
、
共
産
党

と
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

二
、
支
部
常
駐
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

（
京
都
）　
常
駐
体
制
の
充
実
と
し
て
、
財

政
措
置
を
含
め
全
体
で
の
議
論
が
必
要

で
は
。

（
兵
庫
）　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
と
の
連
携
も
。

（
中
央
協
）　
支
部
協
活
動
の
裏
付
け
と
し

て
、
支
部
協
財
政
の
自
助
努
力
を
求
め

て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　
　
都
度
、
活
動
を
支
え
る
措
置
を
進
め

て
い
る
。

(

司
会)　
本
課
題
の
論
議
は
今
日
で
終
わ

り
で
は
な
い
。
今
後
、
拡
大
支
部
協
代

表
者
会
議
で
も
議
論
し
、
全
国
総
会
で

は
方
向
性
を
出
す
た
め
に
引
き
続
き
、

検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

三
、「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」の
必
勝
に
向
け
た

当
面
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

(

京
都)　
参
議
院
議
員
選
挙
、
衆
議
院
議

員
選
挙
の
取
り
組
む
べ
き
手
順
と
合
わ

せ
て「
吉
川
さ
お
り
の
選
挙
総
括
」を
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
、「
石
橋
み
ち
ひ
ろ

の
選
挙
」に
繋
げ
る
の
か
。

（
中
央
協
）　
退
職
者
の
会
の
特
殊
性
と
し

て
現
職
と
違
い
、
一
つ
の
取
り
組
み
を

行
な
う
に
も
時
間
が
か
か
る
。
来
年
の

選
挙
に
は
今
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
提
起
し
た
。
必

達
目
標
は
現
役
と
合
わ
せ
た
。「
石
橋
み

ち
ひ
ろ
」
の
取
り
組
み
は
第
二
二
回
全

国
総
会
の
方
針
を
踏
ま
え
提
起
し
た
。

各
支
部
協
は
地
域
事
情
も
あ
る
の
で
衆

議
院
議
員
選
挙
は
来
年
の
参
議
院
議
員

選
挙
の
前
哨
戦
と
し
て
と
ら
え
、
会
員

へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

四
、
日
本
退
職
者
連
合
へ
の
加
盟
名
称
の

変
更
に
つ
い
て

　
原
案
通
り
、
情
報
労
連
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退

職
者
の
会（
産
別
組
織
と
し
て
の
加
盟
）を

確
認
さ
れ
た
。

五
、
奈
良
県
支
部
協
よ
り

　
組
織
内
議
員　
奈
良
市
議
会
議
員
「
ひ

ぐ
ち
清
二
郎
」
の
決
意
表
明
が
あ
り
、
全

体
で
激
励
の
拍
手
を
送
っ
た
。
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7月5日に
開催

　
現
在
、
石
橋
議
員
は
、
吉
川
議
員
と
共

に
参
議
院
本
会
議
並
び
に
各
委
員
会
等

で
、
先
頭
に
立
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
国

民
生
活
向
上
改
善
要
求
の
活
動
」
を
進
め

て
い
る
中
、
地
域
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
非
正
規
労
働
者
の
休
業
手
当

の
改
善
要
望
」
が
小
平
市
議
会
竹
井
議
員

よ
り
、
実
態
報
告
が
石
橋
議
員
へ
直
言
。

　
石
橋
議
員
は
、
竹
井
議
員（
地
域
）と
の

連
携
を
行
な
い
つ
つ
、
小
平
市
を
含
む
全

国
の
実
態
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
へ
全

国
展
開
す
る
よ
う
に
要
望
。
そ
の
取
り
組

み
の
リ
ポ
ー
ト
を
報
告
す
る
。

　
小
平
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
非
正
規

保
育
士
の
休
業
時
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
」
さ

れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
事
を
保
育
士
が
、

竹
井
市
議
会
議
員
に
相
談
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
昨
年
緊
急
事
態
宣
言
発
令
後
、

第
二
六
回
参
議
院
議
員
選
挙 

組
織
内
候
補

「
石
橋 

み
ち
ひ
ろ
」
を
擁
立

つ
な
が
っ
て
さ
さ
え
あ
う
社
会
の
実
現
へ

　緊急事態宣言（6 月1日～ 20 日）のため「閉館」となり
ましたが、再度調整し、７月５日に延期して開催しました。講
座受講メンバー全員に延期の「状況説明」を行ないました。
　第２回講座の延期に伴い、第３回講座については、下記の
通り変更して実施します。

　体力と気力での勝負、ブーム再来で昔を思い出しながら「ボ
ウリング」を楽しみましょう。得意は、ガター、スプリットっ
てどんなんやったかなー等

　秋の味覚、フル－ツとの出会いで 1日楽しく、講座しめく
くり　昼食もご用意

開催月日　2021年8月2日（月）　PM1時30分 現地集合
開催場所　ラウンドワン梅田店
会　　費　2,000円（2ゲーム代　靴付）　賞品多数あり
担　　当　摂河泉・クラブ担当（北摂）槌本・辻
キャンセル　2021年7月19日（月）組み合わせエントリーのため

開催月日　2021年9月13日（月）
集合場所　JR阪和線 東岸和田駅前 （関西空港・紀州路快速停車駅）
開催場所　あさぎり愛のぶどう園（岸和田市上松町741）
会　　費　未定（昼食・おみやげ付き）

事前の欠席連絡は、０６－６４５１－８１００です。
緊急の場合は、ブロック長及び PT 委員に電話連絡願います。

第２回講座

第3回講座

第４回講座 閉講式

大阪府立津波・高潮センタ－大阪府立津波・高潮センタ－

「ボウリング大会」「ボウリング大会」

あさぎり愛のぶどう園 ぶどう狩りあさぎり愛のぶどう園 ぶどう狩り

2020年度
2020年度

 摂河泉・クラブ
 摂河泉・クラブ

8月29日（日）～30日（月）
募集人員　50名（1台：25名×2台）
集　　合　8時30分 大阪城公園 集合出発 予定
最低25名1台で運行（募集人員が超えた場合、すべて抽選とします）

募集締切　2021年7月21日（厳守）予約
キャンセル料金は、別途求めます。

（キャンセルの日数で金額違いあり）
会　　費　25,000円

泊レク（バスツアー）
申し込み： TEL06-6451-8100

旅の道しるべ
（1日目）近江八幡（水郷巡り）⇒長良川温泉十八楼（泊）
　昼食：近江牛すき焼き

（2日目）犬山城⇒お千代保稲荷（日本3大稲荷）
　昼食：ひつまぶしランチ

近江八幡水郷巡り

犬山城

木曽石の天然露天風呂
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コロナ禍での「健康ウォ－クラリ－」 （感想文・記録）
　「5月1日〜 31日」までの日々の感想文・記録が、今年
も支部協に数多く届きました。別途、文集として作成する
ので、楽しみにお持ちください。特別企画、「感想文・記録
を提出」を頂いた会員には、500円のクオカードを「感想文
集」とともにお送りする予定です。今年限りです。

一方、ハイキングは、緊急事態宣言で今年も中止となりました。
今年は、中ノ島公園バラ園の予定で、下見まで実施後の「緊急事態

宣言発令」となり…愕然と！
来年は、「健康・ウォ－クラリ－：ハイキング」を実現させたいものです。

参考：感想文・記録を頂いた会員は、現在（2021 年 6 月 25 日）60 名です。
昨年度は、37 名でした。

　

1981 年（昭和 56 年）7 月 12 日、5 名で初練習。この 1 期
生達は今は 52 歳のおっさん、否失礼、立派な紳士になっています。振り
返れば柏原リトルリーグ少年硬式野球のコーチ、審判として 40 年よくやっ
てきたものだと思います。
　OB は 300 名（主な進学先は上宮、大阪柏原、大体大浪商、PL 学園、
近大附属など）高校野球で甲子園出場者は、30 名。残念ながらプロ野球
選手は、輩出しておりません。最近は低迷しておりますが、1989 年には、北海道での全国選抜大会で関西
代表として初出場、初優勝。1990 年は、東京での全日本リトルリ―グ選手権大会で 8 強入り。指導として
は、野球技術の向上だけではなく、挨拶及び人と人との思いやりの心を育むとの方針でやっております。ボー
ルが 2 重にみえなくなるまで頑張ろうと思っています。

会員の
投稿 夢と白球を追いかけて40年……

河内ブロック　溝田 正一河内ブロック　溝田 正一

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
業
・
自
宅
待
機

に
な
っ
た
非
正
規
保
育
士
の
皆
さ
ん
に
、

本
来
支
払
う
べ
き
休
業
手
当
が
支
払
わ
れ

て
い
な
い
事
実
が
小
平
市
で
も
起
き
て
い

た
。
組
織
内
竹
井
市
議
会
議
員
は
、「
市
当

局
に
支
払
い
指
導
を
保
育
園
に
通
知
す
る

よ
う
要
望
」
さ
ら
に
、
石
橋
参
議
院
議
員

と
情
報
の
共
有
を
し
、
両
議
員
が
合
同
で

実
態
調
査
を
行
な
い
、
石
橋
議
員
は
、
厚

生
労
働
委
員
会
で
国
か
ら
の
対
応
を
要
請

し
た
。
政
府
は
、「
非
正
規
保
育
士
に
も
、

休
業
手
当
を
満
額
支
払
う
べ
き
」
と
の
通

知
を
都
道
府
県
に
発
出
し
、
都
道
府
県
も

市
区
町
村
へ
再
度
指
導
を
行
な
っ
た
。
地

元
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
が
、
国
政
を
動
か

し
、全
国
へ
展
開
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
な
お
、
全
国
大
会
で
組
織
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
具
体
的
内
容
は
、
第
二
四
回

全
国
大
会
で
、
七
月
六
日
～
「
当
初
福
島

県
で
の
開
催
で
準
備
が
進
ん
で
い
た
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
」
の
た
め

に
ｗ
ｅ
ｂ（
書
面
決
議
方
式
）で
の
開
催
と

決
ま
っ
た
。
当
然
、
全
国
大
会
で
は
、
組

織
内
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
参
議
院
議
員
の
活

動
報
告
」、
組
織
内「
衆
議
院
議
員　
田
嶋

要
議
員
、
岡
本
あ
き
子
議
員
」、
準
組
織

内「
衆
議
院
議
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愛の家カンパ（特別養護老人ホーム須磨増築工事支援含む）活動状況愛の家カンパ（特別養護老人ホーム須磨増築工事支援含む）活動状況
多くのご支援ありがとうございます。
　2021年 6月 25日現在

金額　７４２，０００円　　　人員　３０８名
※募集締め切りは、７月末です。ご協力お願いいたします。 ＜社会福祉法人　全電通近畿社会福祉事業団＞
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ありがとう基金ありがとう基金  おめでとうございますおめでとうございます
お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）

5月5月

米寿
橋詰　　徹（河内）
古谷　明子（河内）
徳田　長子（北摂）
竹崎　雅彦（なにわ）
三好　ユミ（河内）
根木　俊彰（河内）
芦田　耕一（なにわ）

喜寿
松中　輝夫（河内）
鉄谷　宣弘（河内）
阪本　種三（河内）
松田　　保（なにわ）
麻尾　清次（北摂）
大西　正明（泉州）
川木　竹良（河内）
奥村　忠弘（河内）
樽井　寛貢（泉州）
藤岡　欣也（なにわ）

松田　良子（河内）
川瀬　洋子（河内）
古久保忠郎（泉州）
佐野　廣敏（三重県）
清水　　博（泉州）
深田　良治（北摂）
鴻上美代子（なにわ）
木下　　啓（河内）
岸本　良造（なにわ）
柳田　　栄（河内）
谷口　義治（河内）
冨岡　　勇（北摂）
國分　勝治（泉州）
相良　隆秋（なにわ）
鈴木　朝雄（なにわ）
厚　美枝子（なにわ）

古希
浅村　光男（北摂）
小松　吉子（なにわ）
宮本　哲生（北摂）
吉田　正人（なにわ）

笹木　憲志（なにわ）
岡本　浩光（なにわ）
柴田　政志（北摂）
池田　敏明（河内）
佐藤　誠良（河内）
鴻上　幸夫（三重県）
山本　康洋（河内）
細川　好子（泉州）
大谷　広美（なにわ）
菅野　哲雄（河内）
平松　哲雄（河内）
冨田　啓一（北摂）
山下美代子（河内）
馬詰　富保（なにわ）

6月6月

米寿
酢田　泰輔（河内）
湯浅　幸一（なにわ）
岡本　浅治（北摂）
澤田　正治（河内）

濱田　　功（河内）

喜寿
松野　　優（泉州）
森田　俊嗣（泉州）
大川　　晃（河内）
森川　哲宏（河内）
倉橋　　甫（河内）
山田　　武（泉州）
辻　定次郎（なにわ）
森尾　賢治（北摂）
矢野　宗良（河内）
宮本　　守（河内）
中井　勝子（河内）
平井　　稔（河内）
吉田　敏昭（河内）
田中　　章（河内）
澤　　　毅（泉州）
山本　英夫（河内）
坂口清八郎（泉州）
岩　ますみ（北摂）
杉本　　太（なにわ）

村山　　忍（泉州）

古希
村尾　賢一（河内）
足立　壽和（なにわ）
平良　勝洋（北摂）
遠山甚一郎（北摂）
西原　　守（泉州）
塚崎　光彦（河内）
保村　善久（河内）
内田　幸博（泉州）
羽瀬　芳夫（なにわ）
橋本由利美（北摂）
藤原恵美子（河内）
朝田　直美（河内）
西井　康子（泉州）
西田　正子（北摂）
村田　幸子（三重県）
青木三千代（泉州）
片江　絹代（福岡県）

お悔やみ申し上げます。
中西　　進（北摂）
塩野　貞夫（河内）
松村　俊彦（河内）
下西　正修（河内）

原田　秀己（北摂）
小谷　松雄（河内）
上田　　収（なにわ）
松川　正幸（泉州）

浅利　哲司（泉州）
伊藤　敏子（なにわ）
宮東　朝子（なにわ）
木下　順治（なにわ）

北村　武司（北摂）
竹本　昭次郎（河内）
今井　富士子（河内）
西村　宣紘（河内）

三船　　環（北摂）
石井　昭三（北摂）
高橋　正和（なにわ）

人の動き人の動き 新しい仲間です （敬称略）

【河内ブロック】
横岡　好幸　
山岡　勝彦　
森本　　茂
室矢　恒彦
増田　好男
藤原　　慎
福田　浩二
福井　正宏
平井　義夫
中山　由昭
中井　弘文
土井　定文
登尾陽登美
西口　　完
嶋村　範子
奥田　敏弘
大野　信一
江藤　　央

梅本　眞人
鎌田　嘉明
奥野　直文
小谷ハツ子
竹下あけみ

【泉州ブロック】
山下　誉善　
松波　善博
藤原　正勝
藤原　孝雄
藤井　和幸　
枇榔　克弘
林中　公彦
早坂　秀樹
中村　　強
坂本　義昭
坂田　　隆
仲尾　尚幸

鳥山　貴司
西川　　吏
久我　昭仁
川俣　道昭
片岡　弘子
小原　　浩
小萱　真介
大野　善勝
大谷　嘉英
岩本　健一
今城　博文
石丸　伸生
石井由美子
阿部　哲也
岡本　宣久
長坂　博文
松川　安子
河中　安代

【北摂ブロック】
森垣　正広
村田　裕英
宮坂　博之
三橋　恵子
松永　敏博
肥後利恵子
速水　康彦
林　　　啓
畑島　正彦
西垣　武文
中東　宏一
中谷　好秀
中尾　知行
田口　英二
野口　哲治
仁科　良一
西木　敏行
杉山　　聖

須加原博徳
新保　晴久
柴崎　　斉
倉元　武司
衣川　　実
上　　武司
遠藤　芳延
上西　宏幸
石橋　光弘
岩田　和美
山本　雅意

【なにわブロック】
吉波　耕作　
山本　将嗣　
山村　範行　
山瀬　正浩　
山下　鈴恵　
矢田　英光

村上　　徹
宮武　正純
松本日登志
松重　恵三
堀切　敏浩
細谷　道生
外　　盛穂
中川　義一
小堂　晃義　
豊川　正幸
谷富　和子
竹見　恭子
竹林　明美
西村　康弘
西田　誠宏
杉田　基治
篠原　忠夫
篠田　浩司
栗山　　功

清田　弘之
小田　義人
岡田　良行
大堀　秀雄
石塚　正夫
伊佐　晴美
明比　　誠
赤坂　勝久
宮脇　隆裕
中田　絹子
城下　博子
赤坂　勝久
上田　弘子

【直轄】
小田部雅亘

2021年5月末日（2021年3月末退職された方含む）までに
加入頂いた仲間です。

2021年4月16日～6月24日の間に亡くなられた方々です。
なお、ご家族のお申し出により、掲載を控えている場合がありま
す。ご理解ください。
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　今回は、支部協サークル「友遊会」
傘下の4ブロックに投稿をお願いしました。
　「友遊会」の歩みを振り返ると2001年設立し、当時
参加人員数名、年を重ねて泉州、河内、なにわ、北摂
と広がり「友遊会」で総数100名と盛んになる中、近
畿 2府 4県でもグラウンドゴルフ競技が盛り上がり、
近畿大会開催をとの声が上がり、運営を各支部協持ち

回りとするか等検討、最終的に地理的にも「万博記念
公園」が望ましいと「全会一致」。大会は、年1回、総
勢250名越えの大会で「近畿は一つを実践」しました。
　本大会も参加者の高齢化には勝てず惜しまれつつ
2016年の第10回大会を節目に終了しました。
　現在も各支部協は、活発に活動を進めています。
　コロナ禍でのサークル活動は「自粛」で思うように
プレーができず、鳴るのは「腕」ばかりとか。7月開
催予定の「第15回記念大会」が楽しみだとの声を聴
きます。

グラウンドゴルフサークル「友遊会」グラウンドゴルフサークル「友遊会」

河内ブロック河内ブロック
河内 SSS 会　　溝田 正一

　グラウンドゴルフへのお誘い（UP WITH YOU）
　当サークルは南北に長い河内エリア（枚方〜河内
長野）の会員 22 名 ( 男性 17 名　女性 5 名 ) で活動
しており、年齢は 64 歳から 94 歳と幅広く、それぞ
れの持ち味を出して楽しくプレーをしております。体
と心の健康維持のため、明るく・楽しく・元気よく
一緒にやりませんか。

①プレー場所は、東大阪市加納 7 丁目（加納公園 :
サクラクレパス工場の東側）

②プレーは、月 4 回で第 1・第 2 金曜日と第 3・
第 4 火曜日で午前 10 時 30 分からです。

③集合場所は、JR 学研都市線（旧片町線）の住道
駅の改札口に午前 10 時です。

④クラブ・ボールは貸出 OK です。
⑤年会費は、2000 円です。途中入会年は、無料。
⑥ 3 月末には地元老人クラブとの交流・花見大会

もあります。時々遠征グラウンドゴルフも有り
⑦連絡先は、溝田　090-8980-3583 
　ブログ URL http://taiggkawati.sblo.jp

　「次月の予定」　「イベント結果報告」など掲載して
おります。ぜひお立ち寄りください。
　また、コメントも残して頂くと励みになります。

泉州ブロック泉州ブロック
泉州ブロック楽遊会　　佐脇 修学

　泉州グラウンドゴルフは、健康で楽しく遊ぶのが
主旨で楽遊会として 2003 年 10 月発足して 18 年が
経過し、当初は、10 名程度で毎週 1 回開催していま
すが、大阪市内から和歌山手前の岬町と縦に長く及
んでいますので開催地も堺市方面２か所、岸和田方
面２か所と毎週違う場所で開催しています。
　また、3 ゲ―ト 72 ホールで 65 打以上で「ペナル
ティ－」、ホールインワンの場合でも「おめでとう」
のカンパをしており、親睦会の足しにしています。
　力の入る楽しいゲームをして、加齢による気力体
力など心身の活力が低下の予防をするために適度な
運動、人と話す機会など、人との交流を持つのが必
要と感じます。
　昨年１月発生した新型コロナは、今なお猛威を振

るっています。早く収束していつも通りのグラウンド
ゴルフが開催できる様、心より祈っています。

北摂ブロック北摂ブロック
　北摂グラウンドゴルフ同好会　　森上 茂則

　会長就任後６年が過ぎ、日々先輩達にささえられ
頑張っているところです。
　去年のコロナ禍により、グラウンドゴルフの試合
自体が、サークル活動の自粛により思うようにでき
ない状態で、会員自身も自宅待機により、運動不足、
早くグラウンドゴルフを伸び伸びと、試合が出きる
日を楽しみに待っているのが現状です。
　会員の皆様も大変楽しみに参加頂いており、プレー
中もホールインワン達成が出れば、近隣者等が称え
あい、楽しくプレーをしております。
　休憩タイムではお茶を飲みながら、仲間との話し
が尽きません。
　会員相互の健康づくり、並びに相互の親睦を図り、
今後とも北摂グラウンドゴルフ同好会が発展するこ
とをスタッフ一同頑張っていきたいと思います。

なにわブロックなにわブロック
グラウンドゴルフ同好会　　堀井 　剛

　なにわのグラウンドゴルフ同好会会員数は 15 名で、
平均年齢 79 歳で元気いっぱい京橋で練習しています。
　昨年まで芝生広場で京橋グラウンドゴルフ地域の
方々と親睦を図るため、毎週土曜日に練習・大会な
ど開催していましたが、消滅しました。
　また、友遊会会員と合同練習等を行ない、絆を深
め和気あいあいと楽しんでいましたが、残念ながら
この場所での交流は無くなりました。今年 4 月から
芝生広場の明渡しがあり、新たに練習場所を探して
いましたが、地域の方のご配慮により近隣の東野田
公園で練習できるようになりました。練習日は、月・
水・金の 3 日間で、午前 8 時から午前 11 時まで行なっ
ています。
　現在は、地域リーダーの推薦で当会員が大阪市グ
ラウンドゴルフ連合会に加入し、大阪市の大会に参
加しています。今後も一層地域の新しい人々とのお
付き合いをすることが大切だと感じました。


